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【公開番号】特開2016-143430(P2016-143430A)
【公開日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-047
【出願番号】特願2015-16977(P2015-16977)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｃ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｃ   15/04     ６３１Ｍ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ２１０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３５０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月1日(2017.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　距離／クロック数変換回路ＤＣ１は、一般的に、Ｗ個の距離信号Ｄ１１～Ｄ１Ｗを受け
る。そして、Ｗ個の距離信号Ｄ１１～Ｄ１Ｗのそれぞれは、Ｍビットのビット長を有する
。したがって、距離／クロック数変換回路ＤＣ１は、Ｍ×Ｗビットのビット長を有する距
離信号Ｄ１１Ｄ１２…Ｄ１Ｗを受ける。カウンタ一致検出回路１３１において、距離信号
Ｄ１１が示す距離に一致する回数分だけ、その距離に一致するクロック数を繰り返しカウ
ントする。また、カウンタ一致検出回路１３２～１３Ｗは、それぞれ、カウンタ一致検出
回路１３１～１３Ｗ－１から一致信号を受けた後に、距離信号Ｄ１２～Ｄ１Ｗにそれぞれ
一致するクロック数を、その距離に一致する回数だけ繰り返しカウントする。その結果、
距離／クロック数変換回路ＤＣ１においてカウントされる全体のクロック数ＣＮ＿ｔｏｔ
ａｌ１は、カウンタ一致検出回路１３１～１３Ｗのそれぞれにおいてカウントされたクロ
ック数の和に等しい。カウンタ一致検出回路１３１～１３Ｗのそれぞれにおいてカウント
されたクロック数は、それぞれ、距離信号Ｄ１１～Ｄ１Ｗが示す各距離の二乗値に相当す
るため、距離／クロック数変換回路ＤＣ１においてカウントされる全体のクロック数ＣＮ
＿ｔｏｔａｌ１は、各距離信号Ｄ１１～Ｄ１Ｗの二乗値の和を表している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　クラス識別回路３３は、Ｒ個のマッチ信号検出回路３３１と、デマルチプレクサ３３２
と、二つのバッファ３３３，３３４とを含む。クラス識別回路３３には、直列に接続され
たバッファ３３３とバッファ３３４を介してクロック信号ＣＬＫが接続されている。制御
回路２０から出力されるマッチ信号アクティブ検出信号ＭＤがＨレベルに遷移することで
、バッファ３３３およびバッファ３３４を介してクラス識別回路３３にクロック信号ＣＬ
Ｋが供給される。これにより、クラス識別回路３３は動作を開始する。また、クラス識別
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回路３３によるクラス識別動作が終了すると終了信号ｅｎｄがＨレベルに遷移する。終了
信号ｅｎｄがＨレベルに遷移することで、バッファ３３４がクラス識別回路３３へのクロ
ック信号ＣＬＫの供給を遮断する。これにより、クラス識別回路３３は動作を停止する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　レジスタ３３１２には、直列に接続されたバッファ３３１５とバッファ３３１６を介し
てクロック信号ＣＬＫが接続されている。動作開始信号ｎｅｘｔｉ－１がＨレベルになる
と、バッファ３３１５はクロック信号ＣＬＫをバッファ３３１６へ供給する。さらに、一
致信号ｍａｔｃｈの反転がＨレベルになるとバッファ３３１６はクロック信号ＣＬＫをレ
ジスタ３３１２へ供給する。レジスタ３３１２はクロック信号ＣＬＫを受けると保持値を
１に変更する。これにより、アクティブのマッチ信号Ｍｉとレジスタ３３１２の保持値と
が一致して一致信号ｍａｔｃｈがＨレベルとなる。このとき、ＡＮＤゲート３３１３の出
力がＨレベルとなり、次段のマッチ信号検出回路３３１に動作開始信号ｎｅｘｔｉ－１が
供給される。また、ＡＮＤゲート３３１４の出力はＬレベルとなる。すなわち、クラスデ
ータの選択信号ａｃｔｉがＬレベルに遷移する。このように、マッチ信号Ｍｉがアクティ
ブのとき、マッチ信号検出回路３３１は、クラスデータの選択信号を出力してから１クロ
ック周期後に、入力された動作開始信号を次段のマッチ信号検出回路３３１に伝達する。
このとき出力されるクラスデータの選択信号は１クロック周期だけＨレベルとなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　１００　ｋ近傍法連想メモリ
　１０　　クロックカウント式連想メモリ
　２０　　制御回路
　３０　　ｋ近傍クラスタリング回路
　３１　　クラスデータメモリ
　３２　　クラスカウンタ
　３３　　クラス識別回路
　３３１　マッチ信号検出回路
　３４　　最大カウンタ検出回路
　３４１　ダウンカウンタ
　３４２　一致検出回路
　３４５　最大値選出回路
　３５　　ｋ－マッチ信号数一致検出回路
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